
愛知県警への抗議行動 

 

沖縄にしっかり向き合おう！ 

山本みはぎ 

高江オスプレイパッド建設強行 

 国による、高江のオスプレイパッド建設が酷い形

で強行されています。7月 10日の参議院選挙で、辺

野古の新基地建設反対を訴える伊波洋一さんが現職

の島尻議員に 6万票の差をつけ当選した直後の翌日、

沖縄の圧倒的民意をあざ笑うかのように、高江のオ

スプレイパッド建設に着手しました。わずか 150人

余りが住む高江に、東京・千葉・神奈川・愛知・大

阪、福岡から機動隊 500人を派遣し、さらには機材

搬入として自衛隊の CH47ヘリ２機を投入しました。

自衛隊ヘリの使用を、稲田防衛相は防衛省設置法４

条１９号に基づく対応と説明しましたが、この条項

は米軍基地の提供や使用条件の変更、返還に関する

事務を防衛省の所掌と規定しているにすぎず、法的

な根拠は何もありません。過去、辺野古の新基地建

設反対行動に海上自衛隊が派遣されたのと同じく、

反対運動への威嚇としか思われません。 

機動隊による暴力的な強制的に排除で、阻止行動

に参加する住民や支援者に負傷者や救急搬送される

人が続出しています。また、10 月 17 日には、現地

で反対行動の指揮を執る山城平和運動センター議長

が不当な方法で拘束され、さらにもう一人も逮捕さ

れています。沖縄戦を血の水を飲んで生き延び、辺

野古や高江で反対運動の先頭に立つ、87歳の島袋文

子さんは、「日本のこころを大切にする党」の和田議

員らから暴行を受けたと告発され、名護署への出頭

命令が出されるなど弾圧が続いています。また、大

阪府警から派遣された機動隊員が、反対派市民に「土

人」「シナ人」という差別的な言葉を投げつけ、松井

大阪知事が Twitterでそれを擁護する書き込みを行

うという事態も起き

ています。 

 そもそも、高江の

ヘリパット建設は、

1996年、前年に起き

た米兵による少女暴

行事件に端を発した

沖縄での大きな運動

により、「沖縄の負担

軽減と基地の整理縮

小」をあげて、沖縄

の北部やんばるにあ

る 7800haも

の広大な北部

訓練場の一部

を返還する代

わりに、新た

に高江周辺に

6か所のヘリ

パットを建設

する、という

日米合意

（SACO合意）

で決められた

ものです。し•

かし、新たな   

ヘリパッドは、                

事故が多発し騒音をまき散らすオスプレイが着陸で

きるものであり、上陸訓練のための水域も提供する

という、負担軽減どころか機能強化、負担の増加と

言えます。「最大５１％の『使用不可能』な訓練場を

日本政府に返還し、限られた土地を最大限に活用す

る訓練場を新たに開発する」。米海兵隊が 2013年に

まとめた基地運用計画にはそう記されています。す

でに 2か所のヘリパットは建設され、深夜にまでオ

スプレイが飛行しており、騒音と低周波音による被

害で、住民の生活と健康が破壊されはじめています。 

 住民の生活ばかりではなく、「やんばるの森」は世

界有数の亜熱帯の森で 4000 種を超える野生生物や

188 種の絶滅危惧種など希少な動植物が生息する地

域です。ヘリパットの建設とオスプレイの飛行は、

生態系も破壊するものです。 

 政府は、12月までに北部訓練場を返還し、工事を

完了するとしています。辺野古の埋め立て承認取り

消しの裁判が行われている間に高江の工事を決着さ

せようと目論見つつ、北部訓練場の返還で「負担軽

減」がされた、とでもいうつもりでしょうか。 

高江の住民の多くはヘリパット建設に反対をしてい

ます。豊か

な自然に囲

まれ、「普通

に生活をし

たい」と 

いうのが高

江の住民の

意思です。 

ここでも、住

無残に伐採されたやんばるの森 



民の意思は無視され、生活や環境の破壊が起きてい

ます。愛知からも、何人も高江の座り込みに駆けつ

けています。少しでも現場に足を運ぶこと、愛知で

できることをやる、です。 

 

辺野古新基地建設 ９．１６判決 

 辺野古の新基地建設を巡り、国が沖縄県の翁長知

事を訴えた「違法確認訴訟」の判決が、９月１６日

福岡高裁那覇支部で出されました。３月、翁長知事

の埋め立て承認取り消しを受けて、国が知事の承認

取り消しの取り消しを求めた「代執行訴訟」で和解

が成立しましたが、７月、国が訴えた判決です。こ

の判決を出した多見谷裁判長は、和解勧告を出した

裁判長であり、その中で辺野古の問題は「本来ある

べき姿としては、沖縄を含めオールジャパンで最善

の解決策を合意して、米国に協力を求めるべきであ

る」と勧告していました。しかし、この勧告に従っ

て翁長沖縄県知事は話を求めたにもかかわらず、国

は一方的に提訴しました。 

高裁では、県が申請した８人の証人をことごとく

却下し、わずか２回の弁論で結審しました。判決は、

「国防・外交は国の専管事項だからよほどの不合理

がない限り国に従え」「沖縄は台湾海峡や朝鮮半島か

ら近く地理的優位性がある」「沖縄から海兵隊がなく

なれば機動力が損なわれる」「日米間の信頼関係が損

なわれる」そして、「普天間飛行場の被害を除去する

には（辺野古）以外にはない」とまで言い、国の主

張をそのまま認めた上に、裁判所が踏み込んではな

らないような領域まで踏み込んだまったく不当な内

容です。県側は最高裁に上告しましたが、もはや三

権分立などないに等しいと言わざるとえません。国

は、キャンプシュワブ陸上部分の兵舎などの建設は

埋め立てとは関係ないとして、裁判の行方をまたず

に工事の再開も示唆しています。辺野古に対する動

向も予断を許さないもがあります。 

 

伊江島補助飛行場の強化・拡張 

 高江の工事が再開される中、８月には伊江島でも 

伊江島補助飛行場の、米空軍のＣＶ２２オスプレイ

と米海兵隊 F35B ステルス戦闘機の強襲揚陸艦への

離着陸訓練場(ＬＨＤデッキ)の増強、拡張工事が始

まりました。米軍は、横田基地にＣＶ２２を１０機、

岩国基地にＦ３５を１６機配備し、これらの離着陸

訓練場として伊江島補助飛行場を利用しようとして

います。オスプレイなどのエンジンから放出される

高温に耐えられるように滑走路を増強し、Ｆ３５の

離着陸に伴う安全地帯（セーフティゾーン）の建設

を計画しており、それによって基地の面積は、約２

倍に拡張されます。伊江島は、今でも米軍基地が面

積の３５％も占めており、パラシュート降下訓練や

重量物投下訓練などが、年間７０００回も行われて

います。高江、辺野古とともに沖縄の基地機能強化

がここでも推し進められています。 

 

「私たちは第 2の加害者」を自覚しよう 

 「安倍晋三さん。日本本土にお住まいのみなさん。

今回の事件の「第二の加害者」は、あなたたちです。

しっかり、沖縄に向き合っていただけませんか。（中

略）生きる尊厳と生きる時間が、軍隊によって否定

される。命を奪うことが正当化される。こんなばか

ばかしい社会を、誰が作ったの。このような問いを

もって日々を過ごし、深く考えれば考えるほど、私

に責任がある、私が当事者だという思いが、日に日

に増していきます。」 

 6月 19日、20歳の女性が元米軍属よって殺害遺棄

された事件に対して開かれた県民集会での、シール

ズ琉球の玉城愛さんのスピーチの一部です。玉城さ

んは「私」という言葉で自分自身の責任をいってい

ますが、問われるべきは圧倒的多数の本土に住む

「私」だと今更ながらに思います。 

そして、このことは今に始まったことではなく、

日本が、主権のある独立した琉球王国を強制併合し

たときから連綿として続いていることなのだと思い

ます。沖縄戦で本土防衛の捨て石とされ、軍民合わ

せて 20万人以上の人が犠牲になり、戦後も本土の独

立と引き換えにアメリカの施政権下におかれ、銃剣

とブルドーザーによって基地建設が強行されたこと

は広く知られていることです。1944年に米海軍省作

戦本部が作成した「民事ハンドブック」には「日本

人は琉球人を同等と見なしていない。様々な方法で

差別している。日本と琉球には政治的に利用し得る

軋轢がある」として、日本本土の差別意識を利用し

ています。高江での機動隊員が「土人」「シナ人」と

罵声を浴びせたのも、こうした沖縄に対する差別意

識が根底にあるのではないかと思います。 

沖縄は圧倒的な民意で辺野古の新基地建設反対を

訴え続けています。翁長沖縄県知事の誕生、国政選

挙での辺野古新基地建設反対の候補の当選、最新の

世論調査でも辺野古新基地に反対が 76％、翁長知事

を支持するが 83％に上っています。「沖縄のことは



沖縄で決める」という自己決定権が、この差別構造

の中で、日本政府は思考停止をし、本土に住む多く

の人たちは無関心を装っている現実の中で、実現さ

れないということです。 

言うまでもなく、米軍駐留は日米安保条約に基づ

いています。内閣府による世論調査によると、安保

条約を容認する数字が８３％にも上っています。つ

まり、米軍が駐留することで「日本の平和や安全が

守られている」という圧倒的な本土の住民の認識が、

自覚的であるかはないかは別にして「だから沖縄に

基地があるのは仕方がない」と沖縄の基地の存在を

容認し、無関心を装うということになるのではない

でしょうか。 

しかし、2015年、1996年の SACO合意の時のモン

デール元駐日大使は、普天間の「移設」について、

「我々は沖縄と言っていない。基地をどこに配置す

るかを決めるのは日本政府である」と言い、第 2次

安倍内閣の中谷元防衛大臣は「分散しようと思えば

九州でも分散できる。理解してくれる自治体があれ

ば移転できる」と、沖縄の地理的な優位性を否定し

ています。 

今安倍政権は、中国に対しては尖閣問題や軍事拡

張の問題で、北朝鮮に対しては、拉致問題や核・ミ

サイル問題で排外主義や脅威を煽り、東アジアの緊

張を高め、安保法制（戦争法）の施行や憲法改悪の

動きを強めています。沖縄の基地の問題はそれらと

連動して進められています。基地軍隊の存在自体、

「普通の生活」を奪い、破壊し、戦争につながるも

のだということを、より多くの人たちが自覚し行動

することが求められていると思います。そのために、

微力でも動きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高江への行き方 

１）レンタカー 

２）バス 

  那覇から名護までバスで行き、その先。 

名護-高江間のバス（73番川田線） 

高江（共同店）と名護バスターミナルを結ぶ 

1日 3便のバスです。 

▼名護 BT発→高江行き 

 平日 5：50/ 14：25/ 17：15 

 土日祝 5：55/ 14：20/ 17：30 

▼高江発→名護 BT行き 

 平日 7：05/ 15：45/ 18：45 

 土日祝 7：15/ 15：40/ 18：55 

※最新情報は出発前に各自でチェック 

 名護バスターミナルTEL 0980-52-2504 

 バスなび沖縄 

http://www.busnavi-okinawa.com/map/ 

 バスまっぷ沖縄 

http://www.kotsu-okinawa.org/ 

 

３）沖縄平和市民連絡会の送迎 

那覇インター前バス停から原則 8時に出発 

必ず長嶺（090-2712－6486） 

   城間（080-1782-6598)へ事前に連絡 

 ※念のため平和市民連絡会に確認しましょう 

４）カンパの送り先 

  県民会議オスプレイパッド建設阻止高江現地行

動実行委員会 代表山城博治 

  口座番号：琉球銀行大宮支店  

普通 404-607754 
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